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総
会
で
は
、
共
同
代
表

の
一
人
で
あ
る
大
部
孝
氏

の
あ
い
さ
つ
の
後
、「
下
流

老
人　

一
億
総
老
後
崩
壊

の
衝
撃
」の
著
者
で
あ
り
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ほ
っ
と
プ
ラ

ス
代
表
理
事
の
藤
田
孝
典

氏
に
よ
る
記
念
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。講
演
で
は
、

日
本
の
相
対
的
貧
困
率
が

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
34
カ
国
中

６
番
目
に
高
く
、
65
歳
以

5
名
が
発
言
を
行
い
、
福

岡
市
立
病
院
労
組
の
渡
利

代
議
員
か
ら
自
ら
が
闘
っ

て
い
る
雇
い
止
め
裁
判
に

つ
い
て
報
告
が
あ
り
、「
一

審
二
審
と
も
不
当
判
決
が

出
た
。
上
告
し
闘
う
こ
れ

か
ら
も
引
き
続
き
支
援
を

お
願
い
し
た
い
。」
と
の

発
言
が
、
福
法
労
の
代
議

員
か
ら
は
「
こ
れ
ま
で
30

年
く
ら
い
初
心
者
の
集
ま

り
の
よ
う
な
労
組
と
し
て

福
岡
県
労
連
に
も
支
え
て

も
ら
い
な
が
ら
勉
強
や
活

動
を
し
て
き
た
。
こ
れ
か

ら
は
福
岡
地
区
労
連
と
も

協
力
し
な
が
ら
共
に
成
長

を
し
て
い
き
た
い
。」
な

ど
の
発
言
も
あ
り
ま
し

た
。
最
後
に
役
員
選
挙
が

行
わ
れ
、
新
し
い
議
長

に
、
北
川
和
利
氏
（
福
建

労
西
支
部
）、
事
務
局
長

に
内
田
大
亮
氏
（
自
交
総

連
）
を
選
出
し
、
新
体
制

で
進
ん
で
い
く
事
を
確
認

し
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

ど
う
た
た
か
っ
て
行
く
べ

き
か
、
労
働
組
合
の
重
要

性
に
つ
い
て
の
話
を
し
て

い
た
だ
き
大
変
参
考
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
実
際
に

裁
判
を
た
た
か
い
ぬ
い
て

勝
利
判
決
や
和
解
を
勝
ち

取
っ
た
仲
間
か
ら
の
激
励

や
、
現
在
た
た
か
っ
て
い

る
仲
間
の
決
意
な
ど
が
発

表
さ
れ
、
大
変
有
意
義
な

集
会
と
な
り
ま
し
た
。

が
結
集
し
大
成
功
で
し
た
。

基
調
講
演
と
し
て
、
日
ご

ろ
か
ら
労
働
裁
判
等
を
多

く
担
当
し
て
い
る
池
上
弁

護
士
か
ら
、
様
々
な
労
働

裁
判
の
例
を
通
し
て
、
企

業
の
ブ
ラ
ッ
ク
ぶ
り
が
紹

介
さ
れ
、
こ
れ
に
つ
い
て

　

小
倉
北
区
の
生
涯
学
習

総
合
セ
ン
タ
ー
で
、
10
月

14
日
に
開
催
さ
れ
た
『
す

べ
て
の
た
た
か
う
仲
間
大

集
合
！
10
・
14
た
た
か
う

仲
間
「
激
励
と
交
流
」
の

つ
ど
い
』
に
は
、
加
盟
組

合
、
民
主
団
体
か
ら
37
名

　

10
月
30
日
に
博
多
第
5

偕
成
ビ
ル
に
て
福
岡
地
区

労
連
の
定
期
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
13
時
半
よ

り
大
会
を
開
き
、
県
労

連
、
田
村
貴
昭
衆
議
院
議

員
等
か
ら
来
賓
あ
い
さ
つ

を
受
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
議

案
が
採
択
さ
れ
、
今
後
の

活
動
方
針
が
決
定
さ
れ
ま

し
た
。
討
論
、
発
言
で
は

　

10
月
21
日
、
消
費
税
廃
止
福
岡
県
各
界
連
絡
会
の
主
催
で
「
消

費
税
大
増
税
ス
ト
ッ
プ
！
10
・
21
県
民
集
会
」が
、
博
多
駅
筑
紫
口

横
の
音
羽
公
園
で
開
催
さ
れ
、
３
５
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
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福岡県労連 検　索検　索検　索

消費税は延期ではなく、廃止に！
10・21 県民集会に350人福

岡
地
区
労
連
定
期
大
会

す
べ
て
の
た
た
か
う
仲
間
大
集
合
！

　
　

10
・
14 「
激
励
と
交
流
」の
つ
ど
い 

新
し
い
執
行
部
で
前
進
を
！

「いかんよ貧困・福岡の会」 第２回総会開催

貧困高齢者700万人貧困高齢者700万人
これを社会の問題として世論をひろげようこれを社会の問題として世論をひろげよう

福岡県労連青年部

第７回 定期総会
2016年11月27日（日）15：00～
福岡県労連大会議室

と  き

会  場

各単産からの参加をお願いします。

第
27
回

福岡県何でもファイブ  【総面積】 1位：北九州市 489.60㎢　2位：八女市 482.53㎢　3位：福岡市 341.70㎢　4位：朝倉市 246.73㎢　5位：久留米市 229.84㎢  「平成25年全国都道府県市区町村別面積調」 （国土地理院）

上
の
貧
困
率
が
18
％
に
も

達
し
て
い
る
状
況
、
生
活

保
護
基
準
相
当
で
暮
ら
す

高
齢
者
お
よ
び
そ
の
恐
れ

が
あ
る
高
齢
者
、
い
わ
ゆ

る
「
下
流
老
人
」
が
７
０

０
万
人
に
も
達
し
、
今
も

な
お
増
え
続
け
て
い
る
現

状
が
語
ら
れ
ま
し
た
。「
下

流
老
人
」
は
、「
あ
ら
ゆ
る

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
を

失
っ
た
状
態
」
で
あ
り
、

一
度
陥
る
と
自
力
で
は
解

決
困
難
で
あ
り
、
社
会
問

題
と
し
て
対
策
を
講
じ
る

必
要
が
あ
る
こ
と
、ま
た
、

若
者
の
貧
困
問
題
は
、
将

来
の
「
下
流
老
人
」
に
つ

な
が
る
問
題
で
あ
り
、
年

金
受
給
世
代
だ
け
で
な

く
、
若
者
と
も
連
帯
し
た

運
動
の
必
要
性
が
強
調
さ

れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
「
福
岡
生
活
保

護
引
き
下
げ
違
憲
訴
訟
」

弁
護
団
長
の
高
木
健
康
弁

護
士
、「
年
金
切
り
下
げ

違
憲
訴
訟
」
弁
護
団
長
の

山
本
一
行
弁
護
士
か
ら
、

こ
の
間
の
裁
判
の
経
過
お

よ
び
主
な
争
点
に
つ
い
て

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
懸
谷
一
事
務

局
長
よ
り
一
年
間
の
活
動

報
告
と
こ
れ
か
ら
一
年
の

運
動
方
針
（
案
）、
役
員

体
制
（
案
）
に
つ
い
て
提

案
が
あ
り
、
討
論
の
後
全

体
の
拍
手
で
確
認
さ
れ
ま

し
た
。
討
論
で
は
、
両
原

告
団
か
ら
の
決
意
表
明
、

支
援
の
呼
び
か
け
が
あ

り
、
97
名
の
参
加
者
は
、

両
裁
判
で
必
ず
勝
利
す
る

決
意
を
確
認
し
て
総
会
を

終
了
し
ま
し
た
。

「いかんよ貧困・福岡の会」
に加入ください

《年会費》個人　１口   500円
　　　　　団体　１口 1,000円
　　●詳しくは県労連まで

講師の藤田孝典氏

共同代表の大部孝氏

　

集
会
で
は
、
主
催
者
を

代
表
し
て
消
費
税
各
界
連

の
岩
下
代
表
世
話
人
が「
消

費
税
増
税
を
２
０
１
９
年

10
月
に
先
送
り
さ
せ
た
の

は
運
動
の
成
果
、
さ
ら
に

延
期
で
は
な
く
廃
止
に
向

け
た
運
動
と
日
本
国
憲
法

9
条
と
立
憲
主
義
を
守
る

闘
い
を
強
化
し
よ
う
」
と

あ
い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
消
費
税
を
な

く
す
会
の
蔭
尾
さ
ん
、
福

建
労
の
大
橋
税
金
対
策
部

長
、
福
岡
民
医
連
の
中
西

事
務
局
次
長
、
新
日
本
婦

人
の
会
早
良
支
部
の
下
田

副
支
部
長
が
決
意
表
明
の

発
言
を
行
い
ま
し
た
。

　

福
岡
県
労
連
か
ら
は
、

小
川
事
務
局
次
長
が
「
消

費
税
は
戦
争
税
で
歴
史
が

証
明
し
て
い
る
。
3
年
後

の
増
税
を
中
止
さ
せ
る
た

め
に
県
内
各
地
で
反
対
運

動
を
強
め
ま
し
ょ
う
」
と

決
議
文
を
読
み
上
げ
、

「
こ
の
集
会
を
消
費
税
の

危
険
性
を
国
民
に
知
ら
せ

る
出
発
点
に
し
よ
う
」
と

岩
下
代
表
世
話
人
の
閉
会

の
挨
拶
の
あ
と
、
多
く
の

人
が
帰
宅
す
る
博
多
駅
周

辺
で
デ
モ
行
進
を
行
い
ま

し
た
。

　

憲
法
25
条
で
保
障
さ
れ
た
「
生
存
権
」
を
争
う

２
つ
の
裁
判
、「
生
活
保
護
基
準
引
き
下
げ
違
憲

訴
訟
」
と
「
年
金
引
き
下
げ
違
憲
訴
訟
」
を
一
緒

に
闘
い
、
支
援
す
る
「
い
か
ん
よ
貧
困
・
福
岡
の

会　

第
２
回
総
会
」
が
、
10
月
30
日
、
福
岡
市
博

多
区
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

北
九
州
地
区
労
連
・
北
九
州
争
議
団
共
闘
・
国
民
救
援
会
共
催
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全
国
福
祉
保
育
労
働
組
合
福
岡
地
方
本
部

書
記
長　

白
石　

大

1 1月 2 5日㈮
1 1月 2 9日㈫
1 2 月  2 日㈮
1 2 月  5 日㈪
1 2月 1 1日㈰
　 　 同 　 　 
1 2月 1 6日㈮
　 　 同 　 　

18:00
18:30
18:30
18:30
10:00
13:00
18:00
19:00

直鞍地区労連定期大会
きずな総会
全労連共済福岡県支部運営委員会
県春闘共闘第３回代表幹事会
県春闘共闘総会
2017国民春闘討論集会　
ディーセントワーク宣伝
非正規労組連絡会幹事会

魅力ある労働組合づくりを！
全労連九州ブロック 第13回オルグ養成講座開く

組合を増やし、広げ、次世代につなぐために

共
闘
関
係
を
大
切
に
、

 

職
場
組
織
を
す
す
め
て
い
き
た
い

　

全
労
連
九
州
ブ
ロ
ッ
ク

協
議
会
は
、
10
月
22
日
か

ら
23
日
の
２
日
間
、
宮
崎

県
青
島
に
て
、
第
13
回
オ

ル
グ
養
成
講
座
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

講
座
に
は
九
州
沖
縄
全

県
か
ら
の
べ
60
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

第
１
日
目
は
、
全
体
司

会
は
稲
富
運
営
委
員
、
大

島
議
長
の
主
催
者
挨
拶
の

後
、「
労
働
組
合
を
強
化

し
、
広
げ
る
た
め
に
〜
組

織
拡
大
４
ヵ
年
計
画
の
実

践
に
向
け
て
」
を
テ
ー
マ

に
、
全
労
連
事
務
局
次
長

で
全
労
連
専
任
オ
ル
グ
の

橋
口
紀
塩
氏
か
ら
講
義
を

う
け
、
全
労
連
共
済
の
活

用
に
つ
い
て
、
全
労
連
共

済
専
務
理
事
の
平
澤
学

氏
、
同
常
務
理
事
の
佐
久

間
智
彦
氏
が
報
告
し
ま
し

た
。
そ
の
後
４
分
科
会
５

会
場
（
①
組
織
拡
大
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
に
学
ぶ
、
②
労

働
相
談
か
ら
の
組
織
化
と

定
着
、
③
次
世
代
オ
ル
グ

の
育
成
、
④
女
性
参
加
の

組
合
活
動
）
に
分
か
れ

て
、
翌
日
ま
で
意
見
交
換

し
ま
し
た
。
最
後
の
全
体

集
会
で
は
、
分
科
会
報
告

と
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
の
今
後

の
活
動
を
確
認
し
、
閉
会

し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
労

働
組
合
と
の
出
会
い
す
ら

知
ら
な
い
人
が
大
半
だ
と

思
う
。
い
か
に
労
働
組
合

の
存
在
を
知
っ
て
も
ら
う

か
…
こ
こ
が
組
織
拡
大
の

カ
ギ
と
な
る
の
で
は
な
い

か
」「（
講
座
が
）
悲
観
的

に
も
な
り
や
す
い
テ
ー
マ

だ
と
思
っ
た
が
、
ベ
テ
ラ

ン
の
皆
さ
ん
の
粘
り
強
く

あ
き
ら
め
な
い
姿
勢
や
、

青
年
の
〝
と
り
あ
え
ず

や
っ
て
み
る
〞
と
い
う
行

動
力
に
今
後
の
運
動
の
希

望
を
見
た
」
な
ど
の
感
想

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
公
聴

会
を
前
に
し
て
、
宮
崎
市

内
で
「
食
と
農
と
Ｔ
Ｐ
Ｐ

問
題
を
考
え
る
宮
崎
県
民

の
会
」
に
よ
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
批

准
阻
止
の
集
会
デ
モ
が
行

わ
れ
ま
し
た
が
、
講
座
参

加
者
も
全
農
協
労
連
九
州

地
本
の
仲
間
と
と
も
に
合

流
し
、
宮
崎
市
役
所
ま
で

デ
モ
行
進
し
ま
し
た
。

　

福
祉
保
育
労
働
組
合
で

す
。
民
間
保
育
園
、
障
害

者
福
祉
施
設
、
高
齢
者
福

祉
・
介
護
施
設
な
ど
の
職

場
で
働
く
労
働
者
で
あ
れ

ば
一
人
で
も
加
入
で
き
る

産
業
別
労
働
組
合
で
す
。

　
「
保
育
」
と
い
う
呼
称

が
あ
る
よ
う
に
、
全
国
的

に
も
、
福
岡
地
本
で
も
約

80
％
の
組
合
員
が
保
育
関

係
の
労
働
者
で
す
。

　

保
育
、
福
祉
、
高
齢
関

係
の
労
働
は
３
０
０
万
人

と
も
言
わ
れ
ま
す
が
、
な

か
な
か
組
織
拡
大
が
難
し

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
相

談
が
点
（
個
人
）
で
あ
っ

て
も
ど
う
に
か
し
て
面

（
組
織
）
に
と
思
い
ま
す

が
、
相
談
に
な
っ
た
時
は

退
職
の
決
意
を
し
て
か
ら

と
い
っ
た
よ
う
な
状
況
が

多
く
な
か
な
か
職
場
内
の

組
織
化
に
繋
が
り
ま
せ

ん
。
と
は
い
え
こ
の
２
年

の
間
に
約
40
名
の
仲
間
が

増
え
て
ど
う
に
か
現
状
を

維
持
し
て
い
ま
す
。
そ
の

間
、
県
労
連
・
地
区
労
連

の
援
助
を
得
て
の
組
織
化

が
２
職
場
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
協
力
・
共
闘
関

係
を
大
切
に
し
た
拡
大
を

目
指
し
た
い
と
思
い
ま

す
。 

　

北
九
州
市
門
司
区
の
江

崎
グ
ル
ー
プ
・
東
洋
食
品

で
次
長
職
と
し
て
長
年
勤

務
し
て
き
た
澤
山
秀
之
さ

ん
は
、
一
年
間
に
４
回
の

配
転
を
受
け
、
最
後
に
は

長
崎
エ
リ
ア
へ
の
転
勤
を

通
告
さ
れ
、
未
払
い
賃
金

と
不
当
配
転
に
つ
い
て
の

団
体
交
渉
開
催
を
要
求
し

た
直
後
に
解
雇
さ
れ
ま
し

た
。

　

澤
山
さ
ん
は
、
サ
ー
ビ

ス
残
業
を
さ
せ
ら
れ
て
い

た
他
の
3
人
と
と
も
に
、

「
不
当
解
雇
撤
回
、
未
払

い
残
業
代
請
求
」
の
裁
判

単
産
紹
介

vol．

2
闘
う
仲
間
の
裁
判
報
告
❷ 

を
起
こ
し
ま
し
た
。
本
訴

と
同
時
に
申
し
立
て
た

「
賃
金
仮
払
い
処
分
申
し

立
て
」
に
つ
い
て
、
9
月

29
日
、
福
岡
地
裁
小
倉
支

部
は
「
本
件
解
雇
は
、
解

雇
権
を
濫
用
し
た
も
の
と

し
て
無
効
と
な
る
と
い
う

べ
き
で
あ
る
」
と
し
て
賃

金
の
仮
払
い
を
認
め
ま
し

た
。
本
訴
に
つ
い
て
は
、

証
人
尋
問
に
つ
い
て
の
協

議
に
入
っ
て
い
ま
す
。
勝

利
判
決
を
め
ざ
し
て
署
名

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
皆
さ
ん
の
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

⑵
渡
利
美
幸
さ
ん
「
雇
止
め
裁
判
」
控
訴
審
で
ま
た
も

不
当
判
決
！
労
契
法
第
19
条
の
死
文
化

た
た
か
い
の
場
は
最
高
裁
へ
！
引
き
続
く
ご
支
援
を

⑴
東
洋
食
品

「
不
当
解
雇
・
未
払
い
賃
金
請
求
裁
判
」

棄
却
の
不
当
判
決
を
言
い

渡
し
ま
し
た
。
裁
判
長
が

判
決
を
言
い
渡
す
と
傍
聴

　

渡
利
美
幸
さ
ん
の
雇
止

め
事
件
で
控
訴
審
の
福
岡

高
裁
は
10
月
24
日
、
控
訴

席
か
ら
怒
り
の
声
が
飛
び

交
い
ま
し
た
。

　

判
決
は
、
福
岡
市
民
病

院
が
看
護
助
手
を
常
時
募

集
し
て
い
る
事
実
、
ま
た

市
民
病
院
の
有
期
職
員
の

大
半
が
契
約
更
新
を
繰
り

返
し
て
い
る
実
態
に
は
目

を
瞑
り
、
渡
利
さ
ん
の
雇

用
継
続
期
待
の
合
理
性
を

否
定
し
た
一
審
判
決
を
支

持
し
た
も
の
で
す
。
控
訴

審
で
も
本
質
問
題
で
あ

る
、
雇
止
め
理
由
に
客
観

的
で
合
理
的
理
由
が
あ
る

か
、
社
会
通
念
上
相
当
と

い
え
る
か
に
つ
い
て
は
全

く
判
断
し
て
い
ま
せ
ん
。

こ
の
判
決
が
ま
か
り
と
お

れ
ば
、
形
式
的
な
更
新
手

続
き
さ
え
お
こ
な
っ
て
お

れ
ば
、
雇
止
め
の
客
観
的

で
合
理
的
理
由
、
社
会
通

念
上
の
相
当
性
を
判
断
す

る
ま
で
に
は
至
ら
ず
、
ど

ん
な
不
合
理
な
雇
止
め
で

も
ま
か
り
通
っ
て
し
ま
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

で
は
労
契
法
第
19
条
は
死

文
化
し
非
正
規
労
働
者
の

雇
用
と
権
利
は
奪
わ
れ
て

し
ま
い
ま
す
。

　

弁
護
団
は
「
法
理
論
、

判
例
か
ら
も
逸
脱
し
た
判

決
」
で
あ
る
と
述
べ
、
渡

利
美
幸
さ
ん
は
「
非
正
規

労
働
者
を
切
り
捨
て
る
判

決
は
受
け
容
れ
な
い
」
と

し
て
上
告
し
て
最
高
裁
で

争
う
こ
と
を
決
意
し
ま
し

た
。
最
高
裁
勝
利
め
ざ
す

た
た
か
い
へ
の
引
き
続
く

ご
支
援
を
お
願
い
し
ま

す
。

裁判所前にて（左が渡利さん）

「第８回スマイルフェスタ（組合員歓迎・紹介）」
昼食交流風景（９月１１日）

今後の日程

不
当
な
判
決
に
屈
し
な
い

12月のこよみ  1日省エネルギー総点検の日、世界エイズデー。4日人権週間（～10日）。7日大雪。8日針供養。15日年賀郵便特別取り扱い開始。21日冬至。22日労働組合法制定記念日。23日天皇誕生日。25日クリスマス。28日官庁御用納め。31日年越し、大はらい。


